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ウェアラブルカメラを用いた救護活動での傷病記録票記載および事後検証の有効性の検討　　−129−
み、検討が行われており 3）、特にこれまで救護活
動に参加したことのない者にとっては、初めて救
護活動に参加する前に、救護活動のイメージを明
確に持つことができることから、一定の教育効果
があることが示唆された。
また、今回の対象期間では重症事案が１件のみ
で活動記録票の記入、事後検証については明確な
結果を残すことはできなかったが、その1件の重
症事案に対応した救護者、およびメディカルディ
レクターに聞き取り調査をしたところ、救護者か
らは重症事案では観察、処置、周囲の者への情報
収集、救急隊への引き継ぎなどを行うために救護
活動の記録票の記入まで実施することが難しい
中、後に映像を振り返ることにより、呼吸数の再
確認や、観察や処置、引き継ぎなどの時間経過を
確認できるため、非常に有用であるとの意見があ
った。またメディカルディレクターからは、救護
活動後、すぐにその内容を映像で確認できるため、
事後検証には非常に有用であるとの意見があっ
た。医療の現場では病理検体確認作業においても
ウェアラブルカメラを使用する試みが実施されて
おり、その結果、インシデントの要因を確認でき
たという報告4）もあり、今後、症例数を増やし検
討する必要はあるが、今回の1症例のみを見ても、
救護活動の記録票の記入、事後検証についても有
用である可能性は非常に高いことが示唆された。
一方で、プライバシー、個人情報の保護、取り
扱いについて懸念する意見があり、これらについ
ては一定のルールを設けて映像を厳重に管理する
こと、救護活動の際は十分に説明すること、検証
等に用いる際は画像処理をして個人が特定できな
いように配慮することなどを考慮する必要があ
る。
Ⅵ．ま　と　め
本研究では救護活動において、救護者にあらか
じめウェアラブルカメラを装着し、傷病者対応時
に活動の様子を撮影することにより、その有用性
について検討を行った。その結果、教育教材、救
護活動記録票の記載、事後検証について高い効果
があることが示唆されたが、映像の取り扱い、録
画する際の配慮については十分に留意する必要が
ある。
本研究は国士舘大学体育学部附属体育研究所・
平成29年度研究助成により行われた。
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